社会科 年間指導案

平成1３年度 第二学年（地理的分野）

年間指導目標
①現代をとらえ、未来を考えるために、日本の諸産業の特色を世界の動きとからめながら学び、その比較を通じてそれらの関係や課題を考える力を養う。

②調査・発表・討論を通じてお互いの考えを比較したり、まとめたりする力を養う。

方針 ①日本の諸産業の特色ある値域を複数とりあげ、鑑継の深い世界の諸地域の産業を取り上げ、比較する。

     ②シュミレーションや討論を行うことによって各々産業の特色と課題を考えられるようにする。

月
単元名
時
単元目標
学習活動及び内容
観点別学習状況評価






関心・意欲・態度
社会的な思考判断
資料活用の技能表現
知識理解

６
日本とその諸地域
４
(1) 日本の都道府県名と位置・自然の特色をつかむ。

(2)地図をみて、その土地の特色を判断する。
１地図をつかい、日本の各地域の地名と特色をつかむ。

２地形図の読み方を知る。
 地図をつかって各地の特色を知ろうとする。
 
 地図から様々な情報を読み取ることができる。
日本各地の地名と特色をつかむ。

６・７
日本と世界の農林水産業―日本の農林水産業を発展させるにはどうしたら良いか？―
14
(1) 日本の農林水産業の現状と課題の概略をつかむ。

(2)日本各地の農林水産業と世界の農林水産業の特色をしらべ、それを比較する。

(3)比較に基づき日本の農林水産業の現状と課題を考える。
１資料を使って、日本の農林水産業の歴史と課題をおおまかにつかむ。

２代表的な地域を日本・世界からいくつかとりあげ、その特色を調べる（産物・工夫・課題）

３発表に基づき、日本の農林水産業が世界の中で置かれた現状と課題を考え、テーマについて討論して、各自レポートにまとめる。
 各地の農林水産業の特色について調べようとする。
 日本と世界の違いをつかみ、そこから日本の農林水産業の課題をつかむ。
 課題解決に必要な資料を選択したり効果的に利用し、発表することができる。
 各地の農林水産業の特色をつかむ。

１１・１２
日本と世界の工業

―日本の工業を発展させるにはどうしたら良いか？―
14
(1) 日本の工業の現状と課題をつかむ。

(2) 日本の各地域の工業と世界の工業の特色を調べ、それを比較する。

(3) 比較に基づき日本の工業の現状と課題を考える。
１資料を使って、日本の工業の歴史と課題をおおまかにつかむ。

２代表的な地域を日本・世界からいくつかとりあげ、その特色を調べる（産物・工夫・課題）

３発表に基づき、日本の工業が世界の中で置かれた現状と課題を考え、テーマについて討論して、各自レポートにまとめる。
 各地の工業の特色について調べようとする。
 日本と世界の違いをつかみ、そこから日本の工業の課題をつかむ。
 課題解決に必要な資料を選択したり効果的に利用し、発表することができる。
各地の工業の特色をつかむ。

１
世界の中の日本―日本は世界の国々とどうつながれば良いのか？－
８
(1)日本は世界の国々とどうつながっているのかを知る。

(2)日本は今後世界の国々とどうつながればよいのかを考える。
１資料に基づき、日本と世界の国々との関係をつかむ（貿易・海外援助）。

２テーマについて討論し、各自レポートにまとめる。

　※何か具体的な問題をとりあげて討論する
 日本と世界の国々との関係を知ろうとする。
　世界における日本の位置を知り、日本の世界における役割をつかむことで、今後の国際関係を考える
課題解決に必要な資料を選択したり効果的に利用し、発表することができる。
　日本と世界の関係をつかむ。




４０時間

